
【2025年度第1回町田市産業振興計画推進委員会 2025年8月4日開催】

「町田市産業振興計画19-28」後期実行計画 2024年度の取り組み結果（概要）

【計画策定時】
（2014年～2016年）

【計画策定時】
（2016年）

【計画策定時】
（2016年）

【計画策定時】
（2015年）

6.4% 5,070 万円 12,106 事業所 91.7%

◎（予定以上に進んでいる） 3 施策 ◎（予定以上に進んでいる） 5 施策 ◎（予定以上に進んでいる） 5 施策 ◎（予定以上に進んでいる） 0 施策

○（予定通りに進んでいる） 7 施策 ○（予定通りに進んでいる） 6 施策 ○（予定通りに進んでいる） 7 施策 ○（予定通りに進んでいる） 10 施策

△（予定以上に進んでいない） 1 施策 △（予定以上に進んでいない） 6 施策 △（予定以上に進んでいない） 4 施策 △（予定以上に進んでいない） 4 施策

◎及び○の割合 10 ◎及び○の割合 11 ◎及び○の割合 12 ◎及び○の割合 10

実施主体

関係団
体・ネッ
トワーク

2025 2025 2025 2025

目標 達成状況 目標 目標 達成状況 目標 目標 達成状況 目標 目標 達成状況 目標

セミナー等の実施回数 回 12 26 12 産業財産権取得補助件数 件 40 30 40 町田商工会議所経営指導員の巡回・
窓口相談

件 3,200 3,000 3,200 労働関連セミナー等の参加者数（市
内開催）

人 450 291 450

創業スクール参加者数 人 60 261 60 知財普及啓発事業（相談会・セミ
ナー等）件数

件 5 5 5 町田商工会議所経営講座の受講者数 件 2,500 2,200 2,500 市内コワーキングスペース等の情報
発信

― 実施 実施 実施

女性向けセミナーの参加者数 人 30 29 30 多様な販売手法（キャッシュレス、ＥＣ
関連等）に関するセミナー開催件数

件 5 5 5 町田商工会議所専門相談の相談者数 件 300 265 300 町田市勤労者福祉サービスセンター
会員事業所数

事業所数 739 708 739

「起業家カード」の発行数 人 250 240 250 新商品・新サービス開発事業補助件
数

件 10 8 10 事業承継に関する市の融資制度及び
補助制度の活用件数

件 2 3 2 企業等立地件数 件 2 0 2

創業相談件数 人 600 590 600 トライアル発注認定商品の認定 件 4 4 4 ネットワークの支援による市内事業者の
事業承継完了件数

件 13 15 13 ＳＮＳ等を活用した情報発信 ― 実施 実施 実施

市の融資制度において創業支援特例
を受けた件数

件 40 41 40 各種見本市・展示会等出展支援 件 30 36 30 商店会のイベント・活性化事業数 件 46 46 46

交流会の開催回数 件 8 9 8 イベントの来場者数（キラリ☆まち
だ祭）

人 150,000 101,934 150,000

目指す
将来像

ビジネスに、働く人に、心地よいまち

指標
【計画策定時】　　　 　　　　  【現状値】

　5,416億円（2016年）　　 　　　　　5,309億円（2021年）

施策

（１）起業・創業の魅力を伝える （１）新分野・新技術への進出を後押し （１）安定した事業継続をサポート （１）働きやすいまちづくりの推進

（２）想いを形にするためのサポート （２）独自の「強み」を磨く取り組みをサポート （２）次代を担う人を育てる （２）「選ばれるまち」としての魅力を高める

（３）起業・創業後の事業拡大を後押し
（３）異業種・異分野との連携による
      新たな価値の創出

（３）円滑な事業承継を推進 （３）まちの賑わいを生み出す

施策の柱 『 立ち上げる』チャレンジ 『 拡げる』チャレンジ 『 つなぐ』チャレンジ ビジネスしやすく、働きやすいまちづくり

【現状値】
（2016年～2021年）

【現状値】
(2021年）

【現状値】
（2021年）

【現状値】
（2020年）

達成
状況

指標

開業率の上昇

個別施策
の評価

日本弁理士会関東会、東京都立産業技術研究センター、
東京都中小企業振興公社、まちだテクノパーク、
町田市商店会連合会、町田青年会議所、町田法人会

町田市事業承継推進ネットワーク、東京都よろず支援拠点、
町田市経営診断協会、東京中小企業家同友会町田支部、
町田・相模原経済同友会

東京しごと財団、ハローワーク町田、東京しごとセンター多摩、
東京都労働相談情報センター多摩事務所、
八王子労働基準監督署町田支所、町田市商店会連合会、
町田市中央地区商業振興対策協議会、よい仕事おこしネットワーク

6.3% 4,960万円 11,694 事業所（▲3.4％） 90.3%（▲1.4ポイント）

2024年度の
具体的な取り組み

取組内容 単位
2024

実施主
体等

町田商工会議所、町田新産業創造センター、
ＢＵＳＯ　ＡＧＯＲＡ、金融機関、町田市（産業政策課）

町田創業プロジェクト（7つの金融機関）、
東京都中小企業振興公社（TOKYO創業ステーションTAMA）

【参考】
前期実行計画
（2019-2023）

の総括

　起業・創業の魅力を発信する取り組みのほか、セミナー等の実施状況
や「起業家カード」の発行件数等は順調に推移しており、「町田創業プ
ロジェクト」による支援は、目標を上回る成果を上げています。
　引き続き、起業・創業に向けたきっかけづくりや、創業の実現のサ
ポート、起業・創業後の事業拡大を後押しすることが必要です。

　産業財産権の取得補助やトライアル発注認定商品など、競争力強化や
付加価値向上に向けた支援が進んでいます。また、新商品・新サービス
の開発補助や、各種見本市・展示会等出展支援など、販路拡大支援が進
んでいます。
　一方で、異業種・異分野間の連携による事業化・商品化については、
目標未達となっています。

　市内の「事業所数」は減少しています。事業所数を維持するため、事
業継続や事業承継の支援や、起業・創業による事業者数の増、競争力強
化や販路拡大等を通じた経営安定化による休・廃業者数の減に向けた取
り組みが必要です。
　また、これまで家賃補助事業や原油価格等高騰対策事業等を通じ、事
業継続支援に取り組んできました。引き続き、物価高騰等の影響を注視
しながら、適切に対処することが必要です。

　「昼夜間人口比率」は減少しています。多様な働き方が浸透し、シェ
アオフィス等の立地件数が大幅に増加しているため、市内における事業
活動や働きやすい環境を整える取り組みが必要です。
　また、新型コロナウイルス感染症による影響は回復傾向にあります
が、イベント来場者数は目標を下回っているため、商店会への支援やイ
ベント等を通じて、まちの賑わいにつなげることが必要です。

取組内容 単位
2024

/11施策 /17施策 /16施策 /14施策

取組内容 単位
2024

取組内容 単位
2024

町田商工会議所、町田新産業創造センター、町田市農業協同組合、
町田市（産業政策課、農業振興課）、

町田商工会議所（多摩ビジネスサポートセンター）、
金融機関、東京都多摩地域事業承継・引継ぎ支援センター、
町田市（産業政策課）、町田新産業創造センター

町田商工会議所、町田市（産業政策課、男女平等推進センター）、
町田新産業創造センター、町田市農業協同組合、
町田市勤労者福祉サービスセンター、
町田市観光コンベンション協会

（◎と○が8割以上） （◎と○が8割未満）

【開業率】

・町田市の開業率（2021年6.3％）は、多摩26市では立川市

（6.8％）、武蔵野市（6.5％）に次いで第3位。

【資金調達】

・クラウドファンディング支援の実行件数 ゼロ件

・市制度融資の利子補助額：2024年度約1億4千万円。2024年度

の新規融資実行額は50億円超。金融機関（14機関48支店）。

市制度融資新規申込件数(2024年度)

・マル経融資の利子補助額は430万円。

開業率の上昇 １事業所あたりの付加価値額の増加 事業所数の維持 昼夜間人口比率の上昇

【人手確保】
・2024年10月23日 「東京町田合同就職面談会2024」開催
町田商工会議所主催、町田市共催 22社出展 53名来場
一人ひとりにヒアリングし、その方にあった複数のブースをご案内したこ
とで、参加者の視野を広げる機会につながった。

【2025年度就職説明会等】 ※各支援機関で広報等で協力・連携
5/16 おしごと応援フェア（東京しごとセンター）
8/22 若者と企業の交流会（東京しごとセンター）
10上旬 市主催労政セミナー（町田市）
10/22 東京町田合同就職面談会（町田商工会議所）
12上旬 まちだで働こう！合同就職面接会（ハローワーク町田）
2/6 地域連携型就職面接会（東京しごとセンター）

【事業承継の主な支援メニュー】

【町田市事業承継推進ネットワーク】
2019年度 ネットワーク構築（市町村で都内初）。市と専門機関や、8つの
金融機関等で構成。相談、セミナー、情報交換会（年2回）。

【事業拡大の主な支援メニュー】

【異業種連携】

・武相ブリュワリー グランドオープン（2024年12月）

【町田市産業の魅力発信】

・キラリ☆まちだ祭の来場者数（推移）

・2025年度の展示会予定
＠市庁舎➔まちオシ、まちカフェ
＠東京たま未来メッセ➔たま未来連携EXPO、たま未来産業
フェア、たま工業交流展

【産業支援施設の複合化】 ※公共施設再編計画

・事業コストを抑制しつつ、効率的かつ効果的に事業推進が必要。
・時間をかけてしっかり議論を深めるべき。
・町田新産業創造センター建物診断実済。ＧＨＰエアコン更新
工事中。当面（約10年）は継続使用可。

付加価値額の増加

（◎と○が8割未満） （◎と○が8割未満）

（単位：人）
2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

108,716 130,450 136,154 80,126 110,163 101,934
新型コロナの
ため中止

(単位：件)

計 運転 緊急
小規模
（運転）

小規模
（設備）

設備 創業

666 171 63 250 47 26 109

支援内容 備　考

事業承継事業補助金 補助上限：50万円

事業承継個別相談会
市庁舎で東京都多摩地域事業承継・引継
ぎ支援センターの専門相談員が対応。

支援内容 備　考

新商品・新サービス開発補助金 補助上限200万円。新商品開発や実証実験を支援。

公設試験研究機関利用補助金 補助上限10万円。機器利用や委託試験経費を支援。

特許権等取得補助金 補助上限10万円（商標権は5万円）。年2回申請可。

産業見本市出展補助 補助上限30万円。展示会用パンフ等も対象。

トライアル発注認定制度 2013年度開始。40事業者58商品認定。

知財無料相談会 日本弁理士会と連携協定事業。月１回開催。

資料５


